
■福岡県生物多様性戦略　　行動指針・目標・行動計画見出し一覧

行動指針 目標 細項目
項目
番号

行動計画　見出し 区分 備考

1 1 1-1 111 111-01 生物多様性情報総合プラットフォームによる情報発信 新規 重点1

2 111-02 生物多様性に関する普及啓発 継続

3 111-03 ワンヘルスの理念の普及啓発 新規

4 112 自然体験の充実 112-01 自然公園等における自然体験活動の推進 強化 重点2

5 112-02 県立野外施設における自然体験活動等の推進 継続

6 112-03 森林環境教育の推進 継続

7 112-04 緑の少年団への支援 継続

8 112-05 田んぼの学校の推進 継続

9 112-06 生物多様性を実感できる水辺の創出・利用促進 継続

10 112-07 県民参加型の水辺観察会 継続

11 112-08 ワンヘルスの森づくり 新規

12 113 113-01 生物多様性に関する環境教育教材の充実・活用促進 強化 重点3

13 113-02 生物多様性に関する環境教育の推進 継続

14 113-03 県立社会教育施設における自然体験活動等の推進 継続

15 113-04 こどもエコクラブ活動の推進 継続

16 113-05 ワンヘルス教育の推進 新規

17 1-2 120-01 食品ロス削減の推進 新規 重点4

18 120-02 地産地消の推進 継続

19 120-03 生物多様性県民行動リストの見直しと活用促進 強化

20 120-04 生物多様性に配慮した環境ラベルの普及啓発 継続

21 120-05 グリーン購入の普及促進 継続

22 120-06 エコファミリー応援事業の推進 新規

23 120-07 プラスチック資源循環の促進 新規

24 1-3 131 131-01 地域景観の保全と伝統的生活文化の継承 継続

25 131-02 中山間地域のサポート体制の強化 新規

26 131-03 クリーンビーチ（海岸清掃）活動の推進 継続

27 132 132-01 まちとむら交流促進 継続 重点5

28 132-02 里地里山里海の魅力や未利用資源の発掘・活用 継続

29 2 2-1 211 生態系ネットワークの形成 211-01 生態系ネットワークの保全の推進 継続

30 211-02 森林生態系ネットワークの保全 継続

31 211-03 水域生態系ネットワークの保全 継続

32 211-04 都市生態系ネットワークの保全 継続

33 212 重要地域の保全 212-01 里地里山における野生動物の生息状況等調査 新規 重点6

34 212-02 生物多様性の保全上重要な地域の抽出 継続

35 212-03 自然公園制度による生物多様性保全 継続

36 212-04 英彦山及び犬ヶ岳生態系回復事業 継続

37 212-05 市町村自然環境保全地域等に対する支援 継続

38 212-06 自然公園指導員や環境保全指導員の活動推進 継続

39 212-07 鳥獣保護区の指定 継続

40 212-08 鳥獣保護管理員の活動推進 継続

41 212-09 ラムサール条約湿地に関する取組 継続

42 212-10 都市の生物多様性の確保 継続

43 212-11 島嶼の生物多様性保全 継続

44 212-12 天然記念物等の指定の推進 継続

45 212-13 天然記念物等の保存活用の推進 継続

46
212-14 世界遺産「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」における

生物多様性保全
継続

47 2-2 220-01 希少野生動植物種保護条例に基づく希少種保護の推進 新規 重点7

48 220-02 福岡県レッドデータブックの改訂 継続 重点8

49 220-03 自然公園における指定動植物の見直し 継続

50 220-04 絶滅危惧種の生息域外保全 継続

51 2-3 231 鳥獣の保護管理 231-01 野生鳥獣の適正な管理と被害防止の推進 継続 重点9

52 231-02 （ワンヘルス関係）　※検討中 新規 重点10

53 231-03 有害鳥獣捕獲の担い手確保 継続

54 231-04 ニホンザルの被害防止対策 継続

55 231-05 鳥獣保護管理に関する普及啓発 継続

56 231-06 傷病野生鳥獣の救護 新規

57 231-07 捕獲鳥獣の有効活用 継続

58 232 侵略的外来種の拡大防止 232-01 侵略的外来種防除マニュアル等を活用した外来種防除の
促進

強化 重点11

59 232-02 侵略的外来種の啓発促進 継続

60 232-03 水域環境における侵略的外来種の防除支援 継続

教育・学習の機会を活用し
た啓発

令和4年1月21日　第4回福岡県生物多様性戦略専門委員会

資料２

私たちの暮らしのなかで
生物多様性を育みます

自然や生きものの豊かさを体感
し、生物多様性に対する理解を深
めます

生物多様性に関する情報
発信

地産地消や持続可能な消費を通
じて、生物多様性の維持・向上を
図ります

里地里山里海の豊かな恵みや伝
統的生活文化を受け継ぎ、魅力
ある地域づくりに貢献します

里地里山里海の適切な管
理

生物多様性を活用した魅
力ある地域づくり

生物多様性の保全と再
生を図ります

重要地域を核とした生態系の保
全・再生を図るとともに、それらを
つなぐ生態系ネットワークの形成を
進めます

絶滅危惧種の保護・回復に計画
的に取り組み、絶滅を回避します

ワンヘルスを踏まえた生態系管理
を推進し、野生鳥獣の増加や侵
略的外来種による自然への負荷
を低減させます
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61 2-4 241 241-01 環境影響評価制度による生物多様性保全 継続

62 241-02 環境影響評価制度の充実 継続

63 241-03 福岡県公共工事生物多様性配慮指針に基づく公共工事
の推進

継続

64 241-04 公共工事生物多様性配慮事例集の活用 継続

65
241-05 福岡県希少野生生物分布情報管理・利用要綱に基づく情

報提供
継続

66 241-06 福岡県緑化ガイドラインの活用 継続

67 241-07 福岡県環境物品等調達方針の運用 継続

68 241-08 災害復旧工事における生物多様性配慮 継続

69 242 242-01 治山事業における生物多様性配慮 継続

70 242-02 林内路網整備における生物多様性配慮 継続

71 242-03 砂防事業における生物多様性配慮 継続

72 242-04 農業農村整備事業における生物多様性配慮 継続

73 242-05 都市公園整備における生物多様性配慮 継続

74 242-06 街路樹設置における生物多様性配慮 継続

75 242-07 道路建設における生物多様性配慮 継続

76 242-08 都市緑地の保全 継続

77 242-09 多自然川づくりの推進 継続

78 242-10 魚道の整備 継続

79 242-11 河川整備計画に基づく生物多様性保全 継続

80 242-12 河川流量の確保 継続

81 242-13 生物多様性の観点からの総合的水質保全 継続

82 242-14 海岸保全基本計画に基づく生物多様性保全 継続

83 242-15 自然環境と調和した海岸の形成 継続

84 242-16 漁港漁場整備における生物多様性配慮 継続

85 242-17 港湾整備における生物多様性配慮 継続

86 242-18 海砂採取の適正管理 継続

87 242-19 再生可能エネルギー導入に際しての生物多様性配慮 新規

88 3 3-1 311 311-01 森林の有する公益的機能の発揮に向けた森林整備 継続 重点12

89 311-02 地域森林計画に基づく生物多様性保全 継続

90 311-03 保安林制度による生物多様性保全 継続

91 311-04 広葉樹林・針広混交林への誘導 継続

92 311-05 広葉樹造林の普及指導 継続

93 311-06 放置竹林対策の推進 継続

94 311-07 自伐林家の育成 継続

95 311-08 多様な担い手による森林（もり）づくりの推進 継続

96 311-09 建築物等における県産木材の利用促進 継続

97 311-10 合法伐採木材等の流通及び利用の促進 継続

98 311-11 森林認証制度への支援 新規

99 311-12 フォレスター及び森林施業プランナーの育成 継続

100 312 312-01 ふくおかエコ農産物認証制度の推進等 継続

101 312-02 環境保全型農業直接支払制度による生物多様性保全 継続

102 312-03 中山間地域等直接支払制度による生物多様性保全 継続

103 312-04 多面的機能支払制度による生物多様性保全 継続

104 312-05 総合的病害虫・雑草管理の推進 継続

105 312-06 GAP認証取得の推進 継続

106 312-07 伝統野菜の保存と普及 継続

107 313 漁業・沿岸域における取組 313-01 福岡県資源管理方針に基づく適切な資源管理 継続

108 313-02 資源管理協定に基づく適切な資源管理 継続

109 313-03 水産資源の動向把握と管理 継続

110 313-04 栽培漁業における生物多様性配慮 継続

111 313-05 養殖漁場の改善 継続

112 313-06 藻場・干潟の保全 継続

113 313-07 内水面における適切な水産資源の増殖 継続

114 313-08 内水面における外来生物等による被害の防止 継続

115 313-09 海洋プラスチック・海岸漂着物対策の推進 強化

116 313-10 漁業者による海洋ごみの回収の促進 継続

117 3-2 320-01 事業者における生物多様性保全の取組の推進 新規 重点13

118 320-02 生物多様性民間参画ガイドラインの普及 継続

119 320-03 企業所有地における生物多様性保全 継続

120 320-04 事業者が実施する緑化再生への支援 継続

121 320-05 企業とNPO等との連携促進 継続

生物多様性に配慮した開
発工事の推進

個別の開発工事における
生物多様性への配慮

生物多様性の恵みの持
続可能な利用を図りま
す

持続可能な農林水産業を通じて、
森林、農地、沿岸域の生物多様
性の維持・向上を図ります

開発事業における生物多様性へ
の配慮を推進し、その影響を回
避・低減します

林業・森林分野における取
組

農業・農地分野における取
組

事業活動における生物多様性へ
の配慮を浸透させ、その保全と持
続可能な利用につなげます
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122 3-3 331 331-01 地球温暖化対策の推進 強化

123 331-02 都市緑化の推進 継続

124 331-03 木質バイオマスの有効利用の推進 継続

125 331-04 気候変動影響や適応策に関する情報発信 新規

126 331-05 生態系を活用した適応策（EbA）の啓発 新規

127 332 332-01 社会資本整備におけるグリーンインフラの活用 継続

128 332-02 生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）、自然を活用した
解決策（NbS）の啓発

新規

129 332-03 流域治水におけるグリーンインフラの活用 新規

130 332-04 総合土砂管理による健全な流砂系の確保 継続

131 4 4-1 411 行政施策への浸透 411-01 県の各種計画における生物多様性保全等の視点の導入 継続 重点14

132 411-02 福岡県生物多様性戦略庁内推進会議の実施 継続

133 411-03 市町村生物多様性地域戦略の策定支援 継続

134 411-04 市町村が実施する生物多様性関連事業の支援 継続

135 412 多様な主体の参加促進 412-01 地域環境協議会における生物多様性保全活動への地域
住民参加の促進

継続

136 412-02 地域環境協議会における多様な主体の連携・協働 継続

137 413 人材育成と活躍の場づくり 413-01 生物多様性アドバイザー制度の利用促進 強化 重点15

138 413-02 生物多様性に関する人材育成講座の実施 継続

139 4-2 420-01 生物多様性に関する調査研究機能等の拡充 継続

140 420-02 福岡県生物多様性地理情報システムの活用 継続

141 420-03 鳥獣生息状況の情報収集 継続

142 420-04 生物多様性保全のための森林管理技術の開発 継続

143 420-05 生物多様性指標の開発 継続

144 420-06 河川における生物多様性情報の収集 継続

145 420-07 海域における生物多様性情報の整備 継続

146 420-08 有明海の保全に関する調査研究 継続

147 420-09 ワンヘルス中核拠点の整備 新規

生物多様性を支える基
盤とネットワークを構築
します

生物多様性の保全・再生に向けた
活動が持続的に展開できるよう、
多様な主体の参加と協働を促進
します

生物多様性に関する情報を収集・
整理・活用し、保全活動を支援す
るための仕組みづくりを進めます

自然環境や生態系を活用した気
候変動対策やグリーンインフラ等
の取組を推進します

気候変動影響に関する取
組の推進

持続可能な社会に向けた
グリーンインフラ等の取組の
推進
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